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第3単元　多文化社会化する日本の中でどのような言語のありかたが重要かを考える③ 
分析をする目と，変革をする目と
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本日も最後の方にブレイクアウトルームをしますので 
Teamsはアプリから入るようにしてください



みんなのを見る お互いの言語景観の写真を見てコメントし合う
言語景観をお互いに分析しあう 
参加の方法 

①まずは「問い」を解く。 

②アップロードした人は，コメントがついたら解説をし
たり，考えを載せる 

③さらにコメントする 

④この段階くらいになったら，色々なコメントに絵文字
を付けてみよう

過去 言語景観
「今」が、 

なぜそうなったのかを 
考える

「景観」に潜む社会の意味を
言語の使用から 

冷静に分析する人として

それがつくられた時の 
その作り手の世界観を知る 

その世界観を評価し 
よりよいものは何かを考える目を持つ

ことばの公共性を 
みぬく分析者



新しい視点 これらは「作り手」は何をしようとしているのか？
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こうした景観には 
前回までの景観と違う 

どのような共通点があるだろう？



未来

「今」を、 
どうしていきたいのか 

を考える

過去 言語景観
「今」が、 

なぜそうなったのかを 
考える

「景観」に潜む社会の意味を
言語の使用から 

冷静に分析する人として

言語を巧みに使用して 
「景観」を作り出せる 

よりよい社会の作り手として

概念化 言語景観から見る 
「社会とことば」の関係をめぐる私たちの2つの側面

「変える系」の視点「分析する系」の視点



命題38　「言語景観」には作り手がいる。作り手の主観が反映される。

命題39　作成者は「そのコミュニティにとってよかれ」と思い、合理的配慮のもと
でそれをつくる

命題40　「言語景観」には作り手が持っている主観 
　　　　　＝「社会の中であるべき言語価値観」が反映されている

命題41「言語景観」に反映された作り手の「社会の中であるべき言語価値観」は，
そのコミュニティにいる人たちのことばの価値観にも影響を与える

命題42　だからこそ，「作り手の価値観」のありかたを研いでいくことで，私たち
はことばを用いて社会にはたらきかけ，社会を少しずつ作り変えていく力
を持っている。（social agengy: 社会的行為主体性をもつ市民）



「変える系」言語景観をネットから探そう（街場にでかけようという意味） 
「言語景観」をうまく作ることによって、 

社会やコミュニティの価値観を意図的に変えていこうとするものは 
どのようなものがあるだろうか？

①ネットや自分の写真などで「いい！」と思ったものを探す。 
②みんなで共有する 
・「Padlet」というツールを使います。 
・URLのリンク先から移動します。 
・画面上をクリックして，コメントを入力 

1.タイトル：名前を入力 
2.内容を入力してください：解説（どんな写真か？　どんなことばの

くふうをして伝えようとしているか?）を少し解説。 
3.画像を添付（画像URLを添付，あるいはダウンロード） 

・コメントをみんなのにつけたり，絵文字をつける。

「変える系」言語景観にはどのような「ことばの技巧」が見られるだろうか 
「他者にinfluenceを与えるためのことばの技巧とは？」を考えよう。 
そして来週グループで交換できるように備えよう。



来週は 全体をまとめる
1/28 
① できれば，全体で今日のものをまとめる 
② これまでの学習の命題を共同でまとめ何を学んだかを理解する

（グラフィックシラバスをつくる） 

2/4 
③  1/28でまとめたことをもとに，授業時間中にレポートを書

き，提出する。（グラフィックシラバスを，命題を用いて解説する）


